
月曜1,2限

水曜3,4限

日程 授業形態 小テスト・定期試験

1 １回目 実技

2 ２回目 実技 小テスト５点

3 ３回目 実技

4 ４回目 実技 小テスト５点

5 ５回目 実技

6 ６回目 実技 小テスト５点

7 ７回目 実技 中間試験２０点

8 ８回目 実技

9 ９回目 実技 小テスト５点

10 １０回目 実技

11 １１回目 実技 小テスト５点

12 １２回目 実技

13 １３回目 実技 小テスト５点

14 １４回目 実技 期末試験５０点

15 １５回目 実技

科目名 ヘアメイク演習Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 開講区分 1セメスター

　【授業の学習内容】　

　外部イベント等に対応できるように、各種道具の正しい使い方を学びテクニックを身につけていく。

　【教員実務経験】

授業計画・内容

4 曜日・時限

教員 沖島　憂子

　【到達目標】
　クライアント（モデル・お客様）が要望するイメージをくみ取り、要望に応え満足して頂けるようにヘアとメイクの両方を時間内に仕上げる事が出来るようになる。イ
メージに合わせたヘアとメイクのパターンを知り技術の幅を広げる。

学科・コース ヘアメイク科
授業
形態

実技
単位
時間

アイロンテクニック（ウィッグ）：基本的な巻き方を習得する

アイロンテクニック（ウィッグ）：基本的な巻き方を習得する

簡単ヘアアレンジ（ウィッグ）

ペイントメイク：道具の使い方・文字や絵をペイントで描けるようになる

ペイントメイク：道具の使い方・文字や絵をペイントで描けるようになる

特殊メイク：道具の使い方・傷・火傷・切り傷・あざ等

特殊メイク：道具の使い方・傷・火傷・切り傷・あざ等

フルメイク

　【使用教科書・教材・参考書】

ヘア道具一式、メイク道具一式

15年のサロン経験と共にヘアメイクとして長きにわたり、ブライダル・広告・CM・撮影などに携わっている教員が現場での即戦力となれるよう授業を行う。自身も数々
のコンテスト・ショー出場経験がある為、作品づくりに対する知識と技術の基礎を習得する授業を行う。

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：道具の整理、消耗品の補充
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

積極的に企業コラボなどの現場に参加できるように、出来るだけ欠席をせずに授業でしっかりと身に付けて欲しいです。

簡単ヘアアレンジ（ウィッグ）

クイックメイク　ポイント＋ヘアアレンジ

クイックメイク　ポイント＋ヘアアレンジ

期末試験

期末試験フィードバック・成績評価

フルメイク

中間テスト




